
パナソニックホールディングス株式会社
スマートエイジングプロジェクト

Panasonic
介護業務支援プラットフォームと
データ活用による科学的介護の実践



「ライフレンズ」
介護施設向け介護業務支援サービス
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・ベッド装着型の体動センサー
・ご入居者様の体動を検知
・安否確認／睡眠状況／在床状態

・高性能CPU搭載 映像センサー
・ご入居者様の状態を映像によって把握
・居室の様子

シート型センサー Vieureka
（AIカメラ）

安否確認
生存が確認
できるデータ

在床状態
ベッド上の状況が
確認できるデータ

睡眠状況
睡眠の状況が

確認できるデータ

居室の様子
ご入居者様の状況
が確認できる

データ

介護施設向け介護業務支援サービス
「ライフレンズ」

WEBカメラ

ココヘルパ
VCAM



aamsもライフレンズ画面で利用可能

アイコンとカメラ映像で訪室することなく、ご様子がわかります。

＜アイコンの種類＞

ベッド上で
お過ごし中

おやすみ中
(夜間帯のみ)

ベッド以外で
お過ごし

アラート発報時は赤く表示

アイコンをクリックすると
映像確認できます

起き上がり
検知

TBD





ライフレンズ設置ご施設 イメージ

写真ご提供：HITOWAケアサービス様

Vieurekaカメラ設置イメージ

シートセンサー設置イメージ

モニタリングのご様子

センサー機器はWiFiネットワークで接続
→配線が少ない、移動移設が簡便、
導入工事が軽微



下記のHPに特養・特定施設の導入事例の動画があります。

https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html



特徴①：ライフレンズを通して必要な時に必要な支援ができる



➡必要な方に訪室する業務改善を実現

ライフレンズ導入効果
（H I T O W Aケアサービス施設での実証）

ライフレンズ導入後の夜間巡視時間

資料ご提供：ＨＩＴＯＷＡケアサービス株式会社

91％削減

従来の定時巡視

【課題】

・2時間に1度の巡視は負担

・突発的なケアの発生に
ストレスを感じている

夜間に突発的に発生するケアに
迅速に対応できるようになった

・認知症ケア
・ケアコール対応
・特変時の対応

時間をより直接的ケアに使える
ようになったことで介護職員の
心理的負担も軽減

人の目に頼らない見守りが可能になることで、人員配置の適正化を図ることが可能
点での巡視から線で見守るセンシングに変わることで、サービス品質とご入居者様の安心感が向上

施設の価値向上や高稼働維持につながる入居者獲得を実現

105分

10分

60分

従来
システム



特徴②：スマートフォンを通してどこからでも確認可能



端末のトップ画面で
全居室の状況を

チェック

心配なお部屋は
必要に応じて
映像で確認

パネルのアイコンで
ご入居者様の現在の状態を把握

気になるお部屋は映像へ切替
ご様子を目視で確認

（必要な場合のみ訪室）

異常が発生している
お部屋は赤色のアイコンで
表示（ナースコールへ通知）

離室のアラート通知時ベッド上でお過ごし中

ご入居者様の詳細の状態は
アイコンで把握

STEP１ STEP２ STEP３

ライフレンズを活用した安否確認業務のDX



特徴③：システム／データ連携プラットフォームとしてのライフレンズ



ロボット技術の介護利用における重点分野

※経産省/厚労省が推進する介護ロボット支援において優先的に開発・導入される分野
2012.11策定→2014.2改訂→2017.10改訂（1分野5項目追加→6分野13項目へ）

パナソニック
採択された

※

移乗支援 移動支援 排泄支援

見守り
コミュニケー

ション
入浴支援 介護業務

支 援



データ集約
A I分析

クラウド基盤

自立支援に向けたモニタリング・業務支援を実証中

これから
業務全体
の基盤化

運営全体

IoT/AI

いままで
部分的な
置き換え

運営全体

IoT/AI
記録システム

コールシステム

みまもりセンサー
介護ロボット

業務効率適正化

歩行/排泄の自立

多剤服用の是正

※AMED「ロボット介護機器・標準化事業（開発補助事業）」の「介護記録・センサー／ロボットの
パッケージ化による介護業務支援システムに関する研究開発」の支援を受けて実施。

※



介護業務支援プラットフォーム
現場課題を解決するサービスの連携/統合・データの一元化を実現

介護業務支援プラットフォーム（国プロ）

ナースコール バイタル測定 その他センサー

特定の機器やサービスに律速しない、
「オープンな」介護業務支援システムの構築が可能

介護記録

ほのぼのNEXT

排泄センサ

映像センサ

生体レーダーセンサ

aams

wiseman

カナミック



将来の先進的介護に向けて

研究開発テーマ

0 4

データドリブン介護



重症化をいち早く見える化
対象者：すべての利用者様
用 途：普段の生活から健康状態を把握し、特定症状に関する重症化リスクをいち早く予測

健康予測
（AI分析）

食事・水分摂取量

バイタル
（体温、血圧、脈拍、呼吸）

睡眠・排泄
（睡眠／覚醒、排便／排尿）

服薬情報

リスクスコア算出
（いつもからの乖離度）

“いつもと違う”に
気付けるくらし

肺炎、尿路感染への
重症度合を予測する

病名・重症度を予測することで早期予防・早期対応が可能となる

17実証中



健康異常の早期発見モデルの目指す姿

・心拍数・呼吸数
・生活リズム
（在不在・睡眠）

・朝昼晩の食事量
・水分量
・排泄
・服薬

特徴量計算
32項目

不在時間率
呼吸標準偏差

：
：

機械学習 段階化
異常スコア
スコア：5
スコア：4
スコア：3
スコア：2
スコア：1

異常スコアに関連する項目を推定



リスクスコア値の変化（肺炎入院のケーススタディ）

14
日
前

13
日
前

12
日
前

11
日
前

10
日
前

9
日
前

8
日
前

7
日
前

6
日
前

5
日
前

4
日
前

3
日
前

2
日
前

1
日
前

※肺炎入院
入院4日前くらいから、
スコア値(中央値)の
大きな上昇がみられる

京都大学大学院医学研究科医療経済学分野



https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000069692.html

理事として参画



【ライフレンズ】お問合せについて 21

■電話でのお問い合わせ

パナソニックコンシューマーマーケティング（株）
03-5782-7903

受付時間：午前9時〜午後5時30分 （年中無休）

お気軽にお問合せください

■【ライフレンズ】ホームページ
（近日リニューアルオープン！URLは変わりません）
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html

■ホームページからのお問合せ
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/contact.html

https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/contact.html
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画像IoTで実現する科学的介護

コニカミノルタ株式会社

QOLソリューション事業部

岡田 真和

2022年11月18日
介護ロボット活用ミーティング



イントロダクション

2
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コニカミノルタのご紹介

2006：フィルム・
カメラ事業撤退

デジタル
トランスフォーメーション

日経SDGs
経営大賞2019

受賞
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コニカミノルタのDNA

見たい

観たい

視たい

診たい

看たい

見せる

観せる

視せる

診せる

看せる

材料

光学

画像

微細
加工

コア技術
介護士の業務を
みえる化

疾病・がんの兆候を
みえる化

ものづくりの品質、
ガス漏れやインフラ
老朽化をみえる化

印刷物を高精彩に、
業務プロセスの課題
をみえる化

美しい映像を
みえる化

当社独自の Imaging 技術で、時代と共に変化する
顧客の「みたい」に応え、人々の 生きがい を実現してきました



© KONICA MINOLTA 5

社会課題とコニカミノルタの取組

持続的な

社会基盤構築

①養成学校の定員は半減、
入学定員充足率も50%

②要介護認定業務は自治体の
全業務の約10%に相当

中長期

介護重度化抑制

2025年に介護給付費
15兆円超え

短期

介護人材不足

2025年に32万人不足

短期



“HitomeQケアサポート”の概要
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HitomeQ ケアサポート

7

HitomeQ ケアサポートは

ICT環境の提供と働き方変革支援で

介護DXをご支援

介護オペレーションの変革を伴走

サクセスサポート

利用者様の行動を見守り、
スタッフ様の業務負担を軽減

ICT環境の提供

※保有資格（ProStaff全員取得）
・スマート介護士資格
・介護初任者研修

科学的介護の推進・
ケア品質の向上

データ活用
ケアの実行

見える化による状
態把握

センシング
情報収集

分析から
運用・対策
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HitomeQ ケアサポート 提供サービス

8

ケア判断支援 状況把握支援

画像認識による状態判定

入居者の居室内での
行動履歴を把握

情報連携支援
記録・情報連携を効率化



ケアルーペ

10



© KONICA MINOLTA

ケアルーペ

11
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ケアルーペ

12
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ケアルーペ

13
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通知データ分析

14

通知数を適正化することで、「利用者様の安心・安全」と
「スタッフ様の負荷」のバランスを取ることができます。

1日ごとの通知数 部屋ごとの通知数

ケアコール数、起床/離床/転倒の通知数

スタッフが
対応しきれる数に
なっているか確認

通知数の多い
利用者様の
通知設定が
適切か見直し

一定期間の通知数を施設全体/フロアごと/ユニットごとに知ることができます。
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生活リズム

15
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生活リズム

16



LIFEタップ

17
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LIFEタップ

18
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LIFE入力における課題

19

直接入力の負担情報収集 運用への不安

自
施
設

他
施
設

LIFE入力はしているが
他施設と比べ効率的に
運用できているか不安

介護スタッフから聞き取り
が必要な項目があり、
情報収集に時間がかかる

LIFEに直接入力して
いるが操作に慣れず
入力に時間が掛かる
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LIFE入力課題の解決策

20
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LIFEタップとは

21

介護スタッフ様の気付きをLIFE入力に活かし
LIFE提出を行うアプリケーション

専門職／リーダー層

いつものケアの合間に片手でスマホ入力

介護スタッフのモニタリング力の強化に繋がる

LIFEタップのみでLIFE提出が可能

介護スタッフ

スマホで入力

自動連携

最終チェック

CSVアップロード



© KONICA MINOLTA

LIFEタップによる入力から提出までの流れ

22
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LIFEタップの特徴

23



画像による客観的アセスメント

24
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行動解析によるADL状態の定量化

26

AI画像解析で動作の定量化 軌跡情報による行動の指標化

AI人物検知
↓

関節点推定
↓

姿勢推定
↓

入居者様の行動軌跡

【日中行動】
・歩行速度
・室内行動量
・移動経路

【夜間行動】
・夜間行動
・繰り返し行動
・立ち止まり

指標化

直上画像から「人物位置」「関節点位置」「姿勢」をAIで認識し、定量化

運動機能指標 認知機能指標行動認識

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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映像を用いたADL状態の自動アセスメント

2727

姿勢認識を活用し、ICFステージング「基本動作」を自動判別

ICFステージング「基本動作」のスケール

判定開始

姿勢判別

歩行検知

座位検知 車椅子移乗

寝返り検知

ステージ5
Yes

Yes Yes

No

No No

No

ステージ4

ステージ3
Yes

ステージ2

判定フロー

ステージ1

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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例：車椅子移乗動作の定量化

2828

独自のビヘイビア指標（体幹部回転角度）から

車椅子に移乗するシーンを自動で検知し、数値化。

車椅子移乗動作には人間の運動の基本機能の多くが含まれている

behaviorデータを用いたベッドから車椅子への移乗動作の自動判定

75°85° 40° 5°

数値化

移乗速度・所作から
運動機能を判定

体
幹
部
回
転
角
度

移乗動作開始 体幹回転開始 体幹回転中 着座動作開始

体幹回転角度
動きの大きさ(横方向)
動きの大きさ(縦方向)

9
0

6
0

3
0

0

0°

90
°

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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画像データによるICFステージング評価

29

約150名の入所者データを統合し精度評価を実施
AIと目視評価の一致率は81.5%で、人と人の一致率より高い。

AI判断

歩行
分類

ステージ5

ステージ4

ステージ
3以下

歩
行
自
立
度

60%

0%

要
介
助

蓄積された
移動シーン

100%

動画目視（2名）

OT

PT

78.5%

(84/107名)

“個人差”

81.3%

(87/107名)

“個人差(人の不一致) 
よりも高い

• 「実行状況(Performanace)」ではなく「能
力（Capacity)」による評価が混在

• アセスメントの確率的誤差。例外の存在。
※R4システムマニュアルより

バラつきの原因(考察)
誤判定要因
①姿勢判別ミス ➡モデル改良＋パラメータ調整
②独歩の判別制度が低い ➡補助具判別制度向上

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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画像データによるアセスメント自動化

30

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業

AI姿勢推定

介護度の維持・改善へ

離床起点の
データ取得

例.ベッド端座状態から車椅子へ移
乗

数値化 複合分析 アセスメント支援

5°

40°

85°

例.車椅子移乗動作中
の体幹回転角度

利用者基本情報 ナレッジベース

アセスメントの効率化
•行動データを用いた日常動作
からのアセスメントで残存機
能を自動で評価
•各種計画書作成やLIFEへの
入力/活用を支援

例.壁をつたいトイレへ移動

15.
自立

10.
軽介助

0.
全介助

5.ほぼ
全介助

指標C

指標B

指標A
BI:車椅子移乗

アセスメント支援アプリ

体
幹
回
転
角

度

(秒)

移乗時間



まとめ

31
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データを“ミカタ”に実現する、ケア品質向上サイクル

32

状況を把握 情報を共有 ケアを計画 実行する

きづく 話す 決める 動
く

ケアコール・通知数 居室内行動と睡眠 行動習慣/ADL状態

サイクルを回す

施設内の小さな変化も見逃さない ケアルーペで見る生活リズム

・ケアルーペで
データ確認

・多職種間で情報共有
・データ分析

・チームで意見交換
・ケアプラン作成

・変更点を共有し、
ケアを行う
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HitomeQによる介護現場の進化

33

直上画像で日常行動把握

リハビリレコメンド

危険予知・対策

画像を見て判断

適時訪室

画像での気づき

先回りケア

画像＋データ

CAPDoで

アウトカムケア

データを活用した

科学的介護
（運用定着完了）

ー設計動線
ー実際の動線

危険物検知動線評価

画像を活用したアセスメント

ハザードマップ LIFE活用支援ケアルーペ
(開発中)

・ケアコール数推移
・スタッフ対応状況
・睡眠リズム
・生活リズム

Barthel Index 「移乗」
＝10.軽介助

見て駆け付け

・身体機能アセスメント
・認知機能アセスメント
・生活機能（食事/排泄/入浴）の評価

・危険エリアと動線の関係性
・利用者の昼夜行動特性把握
・対応策のスタッフ間共有

HitomeQデータを活用した新たな介護モデルを共創し、

将来的には介護のアウトカムを指標化し、個別ケア提供による施設業務全体のDXを目指したい
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